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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】固定式とアダプタ交換式のいずれも接続できか
つ小型の内視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置１００は、LED５を含む光学ア
ダプタ４が装着可能なアダプタ交換式の内視鏡１BとLED
5が内蔵された挿入部を有する固定式の内視鏡のいずれ
についても接続可能である。内視鏡装置１００は、定電
流回路２ｂと、光学アダプタ４の種類を判定するアダプ
タ種類判定回路と、アダプタ交換式の内視鏡か固定式の
内視鏡かを示す内視鏡種類情報を読み出して、接続され
た内視鏡がアダプタ交換式の内視鏡か固定式の内視鏡か
を判定し、アダプタ交換式の内視鏡の場合は、アダプタ
種類判定回路の判定結果に基づく、所定の第１の値の電
流をLED5に供給するように、定電流回路２ｂを制御し、
かつ固定式の内視鏡の場合は、所定の第２の値の電流を
LED５に供給するように、定電流回路２ｂを制御する制
御回路２ａとを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の発光素子と、光学アダプタが装着可能な挿入部とを有する第１の内視鏡と、
　第２の発光素子が内蔵され、前記挿入部を有する第２の内視鏡と、のいずれについても
接続可能な内視鏡装置であって、
　設定された値に応じた定電流を供給可能な定電流回路と、
　前記光学アダプタの種類を判定するアダプタ種類判定回路と、
　接続された内視鏡に設けられた前記第１の内視鏡か前記第２の内視鏡かを示す内視鏡種
類情報を読み出して、前記接続された内視鏡が前記第１の内視鏡か前記第２の内視鏡かを
判定し、
　前記第１の内視鏡の場合は、前記アダプタ種類判定回路の判定結果に基づく、所定の第
１の値の電流を前記第１の発光素子、又は前記第２の発光素子に供給するように、前記定
電流回路を制御し、
　前記第２の内視鏡の場合は、所定の第２の値の電流を前記第１の発光素子、又は前記第
２の発光素子に供給するように、前記定電流回路を制御する制御回路と、
を有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記定電流回路は、デジタルアナログ変換器を有し、入力されたデジタル値に応じたア
ナログ値を出力する回路であり、
　前記制御回路は、前記デジタル値を前記定電流回路に出力することによって、前記所定
の第１の値の電流あるいは前記所定の第２の値の電流を前記第１の発光素子、又は前記第
２の発光素子へ供給するように、前記定電流回路を制御することを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　第１の発光素子と、光学アダプタが装着可能な挿入部とを有する第１の内視鏡と、
　第２の発光素子が内蔵され、前記挿入部を有する第２の内視鏡と、のいずれについても
接続可能な内視鏡装置であって、
　設定された値に応じた定電流を供給可能な定電流回路と、
　前記光学アダプタの種類を判定するアダプタ種類判定回路と、
　前記アダプタ種類判定回路の判定結果に基づき、所定の第１の値の電流を前記第１の発
光素子、又は前記第２の発光素子に供給するように、前記定電流回路を制御し、
　前記光学アダプタ種類判定回路が、前記第２の内視鏡であると判定するか、あるいは所
定の光学アダプタであると判定できなかった場合は、所定の第２の値の電流を前記第２の
発光素子に供給するように、前記定電流回路を制御する制御回路と、
を有することを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、工業用分野において、ボイラ、タービン、エンジン、化学プラント等の内部の傷
、腐食等の観察、検査に工業用内視鏡が広く用いられている。また、医療分野においても
、体腔内に細長の挿入部を挿入することにより、体腔内臓器等を観察し、必要に応じ処置
具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各種治療処置のできる内視鏡が広く利用されて
いる。
【０００３】
　これらの内視鏡を用いたシステムでは、例えば、撮像素子に結像した観察像の画像信号
を本体装置であるカメラコントロールユニット（以下CCUと略記する）の信号処理部に伝
達して映像信号を生成し、モニタ画面上に内視鏡画像を表示させて被写体の観察が行える
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構成になっている。
【０００４】
　内視鏡には、もともと挿入部の先端部に１以上の発光素子が組み込まれているもの（以
下、固定式ともいう）と、挿入部の先端に取り付ける光学アダプタに１以上の発光素子が
内蔵されているもの（以下、アダプタ交換式ともいう）とがある。
【０００５】
　固定式の内視鏡の場合、照明用の発光素子、例えば発光ダイオード（以下、LEDという
）は挿入部自体に内蔵されているので、その構成（直列及び並列）及び数は決まっており
、変更はなく、その構成及び数に応じた所定の定電流で駆動される。
【０００６】
　一方、アダプタ交換式の内視鏡の場合も、LEDは定電流駆動される（例えば、特許文献
１参照）が、LEDの構成（直列及び並列）及び数は、挿入部の先端部に取り付けられる光
学アダプタの種類に応じて異なるため、LEDは、その種類に応じた値の定電流で駆動され
る。すなわち、光学アダプタの種類に応じて、LEDの駆動電流値は、異なる。よって、挿
入部に装着された光学アダプタの種類が判別され、その判別結果に応じた値の電流がLED
に供給されるように、LED駆動部は、駆動電流を制御する。
【０００７】
　また、内視鏡装置には、プロセッサを含む本体に対して、挿入部を有する内視鏡（いわ
ゆるスコープ部）が着脱可能なものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－３４５４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述した２つのタイプ、すなわち固定式とアダプタ交換式の２種類の内視鏡が着脱可能
な内視鏡装置は市販されていないが、この種類の内視鏡が装着可能な内視鏡装置を想定し
た場合、アダプタ交換式の内視鏡が接続されたときは、光学アダプタの種類に応じて、LE
D駆動電流値を変更する必要があるため、従来からのアダプタ交換式の回路をそのまま、
固定式の内視鏡が接続されたときの回路として使用することは煩雑となるおそれがあった
。
【００１０】
　そこで、固定式とアダプタ交換式のいずれも接続できかつ小型の内視鏡装置を提供する
ことが望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、第１の発光素子と、光学アダプタが装着可能な挿入部
とを有する第１の内視鏡と、第２の発光素子が内蔵され、前記挿入部を有する第２の内視
鏡と、のいずれについても接続可能な内視鏡装置であって、設定された値に応じた定電流
を供給可能な定電流回路と、前記光学アダプタの種類を判定するアダプタ種類判定回路と
、接続された内視鏡に設けられた前記第１の内視鏡か前記第２の内視鏡かを示す内視鏡種
類情報を読み出して、前記接続された内視鏡が前記第１の内視鏡か前記第２の内視鏡かを
判定し、前記第１の内視鏡の場合は、前記アダプタ種類判定回路の判定結果に基づく、所
定の第１の値の電流を前記第１の発光素子、又は前記第２の発光素子に供給するように、
前記定電流回路を制御し、前記第２の内視鏡の場合は、所定の第２の値の電流を前記第１
の発光素子、又は前記第２の発光素子に供給するように、前記定電流回路を制御する制御
回路と、を有する。
【００１２】
　さらに、本発明の他の一態様の内視鏡装置は、第１の発光素子と、光学アダプタが装着
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可能な挿入部とを有する第１の内視鏡と、第２の発光素子が内蔵され、前記挿入部を有す
る第２の内視鏡と、のいずれについても接続可能な内視鏡装置であって、設定された値に
応じた定電流を供給可能な定電流回路と、前記光学アダプタの種類を判定するアダプタ種
類判定回路と、前記アダプタ種類判定回路の判定結果に基づき、所定の第１の値の電流を
前記第１の発光素子、又は前記第２の発光素子に供給するように、前記定電流回路を制御
し、前記光学アダプタ種類判定回路が、前記第２の内視鏡であると判定するか、あるいは
所定の光学アダプタであると判定できなかった場合は、所定の第２の値の電流を前記第２
の発光素子に供給するように、前記定電流回路を制御する制御回路と、を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、固定式とアダプタ交換式のいずれも接続できかつ小型の内視鏡装置を
実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施の形態に関わる、複数の内視鏡と、その複数の内視鏡のいず
れも接続可能な本体装置とを含んで構成される内視鏡システムの構成を示す構成図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態に関わる定電流回路の構成の例を示す回路図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に関わる、照明制御のための処理の流れの例を示すフ
ローチャートである。
【図４】本発明の第１の実施の形態に関わる、アダプタの種類を判定するためのアダプタ
種類判定回路の回路図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態に関わる、内視鏡システムの構成を示す構成図である
。
【図６】本発明の第２の実施の形態に関わる、照明制御のための処理の流れの例を示すフ
ローチャートである。
【図７】本発明の第２の実施の形態の変形例についての処理の流れの例を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を用いて説明する。　
（第１の実施の形態）
　図１は、複数の内視鏡と、その複数の内視鏡のいずれも接続可能な本体装置とを含んで
構成される内視鏡システムの構成を示す構成図である。　
　内視鏡システム１００は、複数の内視鏡１のいずれについても本体装置２に接続して、
内視鏡画像をモニタ３に表示することができるシステムである。
【００１６】
　複数の内視鏡１は、所謂固定式の内視鏡１A、及びそれぞれが光学アダプタ４を装着可
能な複数の光学アダプタ交換式の内視鏡１Bを含んでいる。以下、任意の一つの内視鏡を
指す場合及び複数の内視鏡を纏めて指す場合は、内視鏡１という。複数の光学アダプタ交
換式の内視鏡１Bのそれぞれには、互いに異なる光学アダプタ４が挿入部の先端部に装着
可能となっている。
【００１７】
　固定式の内視鏡１Aは、その挿入部の先端部に発光素子としての発光ダイオード（以下L
EDと略す）５が内蔵された内視鏡である。
【００１８】
　複数の光学アダプタ交換式の内視鏡１Bは、上述したように、それぞれ光学アダプタ４
が装着可能な挿入部を有する内視鏡であり、光学アダプタ４は、LED５を含む。すなわち
、各光学アダプタ交換式の内視鏡１Bは、照明部としてのLED５が内蔵された光学アダプタ
（以下、単にアダプタともいう）４を、挿入部の先端部に取り付けることによって、被写
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体を照明することができる内視鏡である。
【００１９】
　固定式の内視鏡１Aと、光学アダプタ４に内蔵されるLEDは、１以上のLEDからなり、直
列あるいは並列に接続されたLED群である。　
　なお、本実施の形態では、固定式の内視鏡１Aの先端部に内蔵されたLED５及び、光学ア
ダプタ４に内蔵されたLED５は、それぞれ発光ダイオードであるが、発光素子は、レーザ
ダイオード等でもよい。
【００２０】
　また、各内視鏡１には、内視鏡種類情報を記憶したメモリ６が設けられている。メモリ
６は、不揮発性の記憶部であり、その内視鏡が固定式であるかアダプタ交換式であるかの
内視鏡の種類を示す情報を記憶する内視鏡種類情報記憶部である。
【００２１】
　本体装置２は、CPU２ａと、定電流回路（CC）２ｂとを含んで構成されている。内視鏡
１は、本体装置２のコネクタ７を介して電気的に本体装置２と接続され、CPU２ａによっ
て、メモリ６の内容は読み出される。
【００２２】
　なお、メモリ６には、内視鏡１の種類を示す情報に加えて、内視鏡毎の個別情報、たと
えば装着可能なアダプタの種類情報、を含んでも良い。複数の光学アダプタ交換式の内視
鏡１Bには、挿入部の径が異なるものがあり、たとえば４ｍｍと６ｍｍのものがある。内
視鏡毎に装着できるアダプタの種類は異なるので、そのような装着可能なアダプタの情報
をメモリ６に記憶させるようにしてもよい。
【００２３】
　以上のように、内視鏡装置としての本体装置２には、固定式の内視鏡１Aと、アダプタ
交換式の内視鏡１Bのいずれも接続可能になっている。さらに、アダプタ交換式の内視鏡
１Bは、複数の種類があり、ユーザは、所望のタイプの内視鏡１を本体装置２に接続し、
モニタ３に被検体の内視鏡画像を表示させて、被検体の検査等を行うことができる。
【００２４】
　図２は、定電流回路（CC）２ｂの構成の例を示す回路図である。定電流回路２ｂは、デ
ジタルアナログ変換器（以下、D/A変換器という）１１と、オペアンプ１２と、トランジ
スタ１３と、定電流決定抵抗１４と、スイッチ１５と、電流検知回路１６とを含んで構成
されている。定電流回路２ｂは、CPU２ａからの設定データに応じた定電流を、内視鏡１A
のLED５あるいはアダプタ４のLED５へ供給する。
【００２５】
　定電流回路２ｂを制御する制御回路としてのCPU２ａからの設定データは、D/A変換器１
１に入力され、D/A変換器１１は、設定データに応じたアナログ電圧を生成し、生成した
アナログ電圧をオペアンプ１２のプラス入力端子に出力する。
【００２６】
　オペアンプ１２の出力は、トランジスタ１３のゲートに供給される。トランジスタ１３
のコレクタ側は、内視鏡１Aの挿入部に内蔵されたLED５あるいは内視鏡１Bの挿入部に装
着されたアダプタ４内のLED５を介して、電源V1に接続される。なお、LED５には、並列に
アダプタ識別用の抵抗５ａが接続されている。
【００２７】
　トランジスタ１３のエミッタ側は、定電流決定抵抗１４とスイッチ１５とを介して、接
地に接続される。また、トランジスタ１３と定電流決定抵抗１４との接続点C1は、オペア
ンプ１２のマイナス入力端子に接続されている。
【００２８】
　後述するように、本体装置２のCPU２ａは、接続された内視鏡１の種類をメモリ６の内
容から判定し、その判定結果に応じた所定の値を設定値として、定電流回路２ｂに供給す
る。接続された内視鏡１が固定式であると判定されたときは、CPU２ａは、固定式の内視
鏡１Aに応じた所定の値を設定値として、定電流回路２ｂに供給する。例えば、D/A変換器
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１１は、０から３．３Vの範囲で出力電圧が変更可能であり、入力されたデジタル信号に
応じた電圧を出力する。よって、CPU２ａは、D/A変換器１１が所望の出力電圧を出力する
ように、設定値をD/A変換器１１へ供給する。
【００２９】
　オペアンプ１２は、D/A変換器１１から出力された電圧値と接続点C1とが等しくなるよ
うに、出力電圧を発生し、その結果、LED５には、所定の定電流が供給され、適切な明る
さで被写体を照明することができる。
【００３０】
　また、定電流回路２ｂには、電流検知回路１６が設けられている。電流検知回路１６は
、設定された所定の値を超える電流がLED５へ流れる場合には、電流を制限あるいは電源
の供給を停止するように動作する。
【００３１】
　電流検知回路１６には、CPU２ａから設定される電流値のデータが記憶されるレジスタ
１６ａが設けられている。電流検知回路１６は、レジスタ１６ａに設定されたデータの電
流がLED５に供給されているか否かを監視し、電流がその設定された値から外れると、LED
５への電流の供給を停止する制御信号をスイッチ１５に出力する。スイッチ１５は、電流
の供給停止の制御信号を受けると、オフになるスイッチである。その結果、LED５には、
電流が流れなくなり、LED５は消灯する。　
　なお、電流検知回路１６は、異常な電流が供給されていることを検知すると、検知信号
を、異常を示す表示ランプへ出力するようにしてもよい。
【００３２】
　さらになお、被写体を照明する明るさを明るくするためのハイ・ノーマル切り替えスイ
ッチがある場合には、電流検知回路１６は、そのハイとノーマルのそれぞれに対応した値
から外れたか否かを判断するようにしてもよい。
【００３３】
　その場合、電流検知回路１６は、ハイとノーマルに対応する２つのレジスタを有する。
ノーマルのレジスタには、設定された値が記憶され、ハイのレジスタには、ハイの場合の
値が設定されて記憶される。電流検知回路１６は、ハイ・ノーマル切り替えスイッチの操
作に応じて、LED５に流れる電流が２つのレジスタのいずれかから外れたか否かを判定し
、外れていると判定すると、制御信号等を出力する。
【００３４】
　図３は、照明制御のための処理の流れの例を示すフローチャートである。図３の処理は
、本体装置２内の記憶装置（図示せず）に記憶され、制御回路であるCPU２ａによって読
み出されて実行される。
【００３５】
　ユーザは、図示しない操作部の所定のボタンを押すことによって、挿入部の先端の照明
部を、ここではLED５を、点灯すなわちオンすることができる。所定のボタンの操作は、C
PU２ａに伝えられる。従って、CPU２ａは、そのようなボタンが押されて点灯指示があっ
たか否かの判定を行う（ステップS1）。
【００３６】
　点灯指示がなければ、処理は何もしないが、点灯指示があると、CPU２ａは、接続され
た内視鏡１がアダプタ交換式か否かを判定する（ステップS2）。この判定は、メモリ６の
内容を読み出すことによって行われる。
【００３７】
　接続された内視鏡１が、固定式の場合、ステップS2でNOとなり、CPU２ａは、固定式の
内視鏡用のソフトウエアの構造の設定を行う（ステップS3）。この設定には、固定式では
使用しない回路に対する処理をしないようにプログラムの設定、及び、固定式では使用し
ないソフトウエア処理をしないように、プログラムの設定あるいは変更が含まれる。たと
えば、固定式の場合、アダプタ４は内視鏡１Aの挿入部の先端部に取り付けられることは
ないので、先端部からのアダプタ４の外れを検知する検知回路は使用する必要はない。さ
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らに、その外れ検知時の処理プログラムも実行されないので、このような回路及び処理は
、使用しないように設定あるいは変更がされる。
【００３８】
　ステップS3の後、CPU２ａは、駆動電流値を、固定式の内視鏡用に予め設定された値に
、設定する（ステップS4）。この設定は、CPU２ａからD/A変換器１１への設定値の設定に
より行われる。
【００３９】
　また、接続された内視鏡１が、アダプタ交換式の場合、ステップS2でYESとなり、CPU２
ａは、アダプタ交換式の内視鏡用のソフトウエアの構造の設定を行う（ステップS5）。こ
の設定では、上述したステップS3と同様であり、アダプタ交換式の場合に使用する回路及
びソフトウエアだけを使用するような設定あるいは変更が行われる。
【００４０】
　次に、光学アダプタ（以下、アダプタともいう）４が装着されているか否かの判定が行
われる（ステップS6）。アダプタ４が装着されていなければ、処理は、ステップS1に戻る
。
【００４１】
　アダプタ４が装着されていれば、CPU２ａは、アダプタ４の種類を判別する（ステップS
7）。
【００４２】
　アダプタ４の種類の判別は、照明時の電流値よりは小さい所定の値の電流をLED５に並
列に接続された抵抗５ａに流す、図４に示す回路を用いて行われる。
【００４３】
　アダプタ４のLED５には、並列に所定の抵抗５ａすなわちアダプタ識別用抵抗が接続さ
れている。抵抗５ａは、アダプタ４の種類に応じた抵抗値を有する。よって、CPU２ａは
、その抵抗５ａに所定の電流を供給し、その抵抗５ａによる電圧降下を検出することによ
って、アダプタ４の種類を判定することができる。
【００４４】
　図４は、アダプタ４の種類を判定するためのアダプタ種類判定回路の回路図である。ア
ダプタの種類を判定するアダプタ種類判定回路（以下、判定回路ともいう）１７は、スイ
ッチ２１と、電圧検知回路２２とを含む。判定回路１７は、LED５に照明用の電流が供給
されていない状態で、LED５とそのLED５に並列に接続された抵抗５ａに、たとえば、３．
３V程度の所定の電圧V2を供給できるように制御するための、スイッチ２１を有する。CPU
２ａが判定指示信号DSを出力すると、スイッチ２１がオンとなり、LED５と抵抗５ａに所
定の電圧V2が印加される。
【００４５】
　電圧検知回路２２は、抵抗５ａと接地との間に接続された抵抗５ｂとの接続点C2の電圧
を入力して、電圧を監視する。電圧検知回路２２は、検知した電圧値をCPU２ａに出力す
る。　
　その結果、CPU２ａは、その入力された電圧値に基づいて、光学アダプタ４の種類を判
定することができる。
【００４６】
　図３に戻り、CPU２ａは、判定したアダプタ４に応じた値を、定電流回路２ｂのD/A変換
器１１に供給することによって、駆動電流値を設定する（ステップS8）。　
　駆動電流値が設定されると、LED５に対する定電流駆動が行われる（ステップS9）。
【００４７】
　消灯指示があったか否かが判断され、CPU２ａは、消灯指示がなければ、ステップS10で
NOとなり、処理は、何もしない。　
　CPU２ａは、消灯指示があれば、ステップS10でYESとなり、消灯の処理を行う（ステッ
プS11）。具体的には、定電流回路に出力０（ゼロ）を指示する。
【００４８】
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　以上のようにして、点灯指示があると、固定式か否かを判定し、固定式の場合は、固定
式の内視鏡に対応した定電流を供給するように、CPU２ａは定電流回路２ｂを制御する。
また、アダプタ交換式の内視鏡の場合は、接続されたアダプタの種類を判定して、その判
定結果に応じて、すなわちアダプタ４に応じた電流を供給するようにCPUは、定電流回路
２ｂを制御する。　
　よって、本体装置は、固定式及びアダプタ交換式の内視鏡のいずれについても接続可能
であり、かつ定電流回路も単一で済むので、装置の小型化を実現することができる。
【００４９】
（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態では、内視鏡の種類を判定することによって、固定式かアダプタ交換
式かを判定し、判定結果に応じて、固定式の内視鏡には所定の定電流を供給するように定
電流回路を制御し、アダプタ交換式の内視鏡の場合は、アダプタの種類の判定結果に応じ
て、アダプタ交換式の内視鏡に所定の定電流を供給するように定電流回路を制御する。こ
れに対して、第２の実施の形態は、内視鏡の種類の判定を行わずに、固定式の内視鏡を判
定して、固定式の内視鏡には所定の定電流を供給するように定電流回路を制御するように
した点が、第１の実施の形態と異なる。
【００５０】
　図５は、本実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。内視鏡システ
ム１０１は、複数の内視鏡と、その複数の内視鏡のいずれについても接続可能な本体装置
とを含んで構成される。　
　内視鏡システム１０１は、固定式の内視鏡１Aa、アダプタ交換式の内視鏡１Ba、１Bb等
のいずれについても本体装置２Aに接続して、内視鏡画像をモニタ３に表示することがで
きるシステムである。各内視鏡１は、内視鏡の種類を記憶したメモリを有していない。以
下、任意の一つの内視鏡を指す場合あるいは複数の内視鏡を纏めて指す場合は、内視鏡１
ａという。
【００５１】
　本体装置２Aは、図１の本体装置１と同様の構成であり、CPU２ａ、定電流回路（CC）２
ｂ、及びアダプタ種類判定回路１７とを含み、定電流回路２ｂを制御する制御回路として
のCPU２ａは、図示しない記憶装置に記憶されたプログラムを読み出して実行することが
できる。
【００５２】
　図６は、照明制御のための処理の流れの例を示すフローチャートである。なお、ここで
は、アダプタ４の種類が３つの場合の例で説明する。　
　ユーザは、図示しない操作部の所定のボタンを押すことによって、挿入部の先端の照明
部を、ここではLED５を点灯することができる。制御回路であるCPU２ａは、そのようなボ
タンが押されて点灯指示があったか否かの判定を行う（ステップS21）。
【００５３】
　点灯指示がなければ、処理は何もしないが、点灯指示があると、CPU２ａは、光学アダ
プタ４が装着されているか否か及び固定式の内視鏡が接続されているか否かの判定が行わ
れる（ステップS22）。アダプタ４が装着されていなければ、あるいは固定式の内視鏡が
接続されていなければ、処理は、ステップS21に戻る。
【００５４】
　アダプタ４が装着されていれば、あるいは固定式の内視鏡が接続されていれば、CPU２
ａは、アダプタ４の種類を判定する（ステップS23）。　
　アダプタ４が装着されているか及び固定式の内視鏡が接続されているかの判定、及びア
ダプタの種類の判定は、上述した第１の実施の形態と同様に、図４に示すアダプタ種類判
定回路１７により、照明時の電流値よりは小さい所定の値の電流をLED５と並列抵抗５ａ
に流すことによって行われる。
【００５５】
　所定の電流の供給を開始しても、全く電流が流れなければ、光学アダプタ４は接続され
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ていない、あるいは固定式の内視鏡も接続されていない、と判定される。
【００５６】
　また、所定の電流を流した結果、固定式の内視鏡が接続されているときに生じる電圧を
検知すると、判定回路１７は、固定式の内視鏡１Aaが接続されていると判定することがで
きる。
【００５７】
　さらに、判定回路１７は、所定の電流を流した結果、アダプタ４が接続されているとき
に生じる電圧を検知すると、アダプタ交換式の内視鏡が接続されていると判定することが
でき、かつ検出した電圧値に応じて、アダプタの種類も判定することができる。
【００５８】
　すなわち、固定式の内視鏡が接続されているときに生じる電圧と、各アダプタが接続さ
れているときに生じる電圧は、互いに異なるように、並列抵抗５ａの抵抗値は設定されて
いる。
【００５９】
　光学アダプタの種類の判定の結果、接続されている内視鏡が固定式であると判定された
ときは、ステップS24でYESとなり、CPU２ａは、固定式の駆動電流値の設定を行う（ステ
ップS25）。
【００６０】
　光学アダプタの種類の判定の結果、接続されているアダプタ４がAタイプである場合、
ステップS24でNOとなり、ステップS26でYESとなり、CPU２ａは、アダプタA用の駆動電流
値の設定を行う（ステップS27）。
【００６１】
　光学アダプタの種類の判定の結果、接続されているアダプタ４がBタイプである場合、
ステップS24とS26でNOとなり、ステップS28でYESとなり、CPU２ａは、アダプタB用の駆動
電流値の設定を行う（ステップS29）。
【００６２】
　光学アダプタの種類の判定の結果、接続されているアダプタ４がCタイプである場合、
ステップS24、S26とS28でNOとなり、CPU２ａは、アダプタC用の駆動電流値の設定を行う
（ステップS30）。
【００６３】
　以上のように、CPU２ａは、判定したアダプタ４に対応した値を、定電流回路２ｂのD/A
変換器１１に供給することによって、駆動電流値を設定する。　
　駆動電流値が設定されると、LED５に対する定電流駆動が行われる（ステップS31）。
【００６４】
　消灯指示があったか否かが判断され、CPU２ａは、消灯指示がなければ、ステップS32で
NOとなり、処理は、何もしない。　
　CPU２ａは、消灯指示があれば、ステップS32でYESとなり、消灯の処理を行う（ステッ
プS33）。
【００６５】
　以上のように、本実施の形態によれば、内視鏡の種類の判定を行わずに、アダプタの種
類の判定において、固定式の内視鏡を判定とアダプタの種類の判定をして、固定式の内視
鏡には所定の定電流を供給するように定電流回路を制御する。　
　よって、本体装置は、固定式及びアダプタ交換式の両方の内視鏡を接続可能であり、か
つ定電流回路も単一で済むので、装置の小型化を実現することができる。
【００６６】
　それゆえ、固定式の内視鏡に対して、誤った駆動電流が供給されることを抑制できる。
あるいは、誤装着の場合、接続された内視鏡が適正に動作しないあるいは動作が不適格と
なることを低減できる。
【００６７】
　また、固定式とアダプタ交換式のそれぞれに対応して、本体装置を２つ用意しなくとも
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よいため、ユーザにとっては、コストの面だけでなく容易に検査準備を行うことができる
。
【００６８】
　さらに、１つの本体装置内に、固定式とアダプタ交換式の両方の基板を搭載し、接続さ
れた内視鏡に応じて使用する基板を切り替えなくともよいため、２枚の基板を１つの本体
に搭載する場合と比較して、本体のサイズを小さくすることができる。
【００６９】
　上記の例では、内視鏡が固定式であるかは、所定の電圧を検知することによって行って
いたが、変形例として、検知した電圧が、いずれのアダプタについての電圧でないときに
、固定式であると判定するようにしてもよい。
【００７０】
　図７は、その変形例についての処理の流れの例を示すフローチャートである。　
　図６と同じ処理については、同じステップ番号を付して、説明は省略し、異なる点でだ
けを説明する。
【００７１】
　図７に示すように、ステップS23の後、ステップS41では、接続されているアダプタ４が
Aタイプであるか否かが判定される。判定の結果、接続されているアダプタ４がAタイプで
あるときは、ステップS41でYESとなり、CPU２ａは、アダプタA用の駆動電流値の設定を行
う（ステップS27）。
【００７２】
　ステップS23の後、接続されているアダプタ４がAタイプでないときは、ステップS41でN
Oとなり、接続されているアダプタ４がBタイプであるか否かが判定される（ステップS42
）。接続されているアダプタ４がBタイプであるときは、ステップS42でYESとなり、CPU２
ａは、アダプタB用の駆動電流値の設定を行う（ステップS29）。
【００７３】
　ステップS23の後、接続されているアダプタ４がBタイプでないときは、ステップS41とS
42でNOとなり、接続されているアダプタ４がCタイプであるか否かが判定される（ステッ
プS43）。接続されているアダプタ４がCタイプであるときは、ステップS43でYESとなり、
CPU２ａは、アダプタC用の駆動電流値の設定を行う（ステップS30）。　
　ステップS23の後、接続されている内視鏡が固定式であるときは、ステップS41、S42とS
43でNOとなり、CPU２ａは、固定式の駆動電流値の設定を行う（ステップS25）。
【００７４】
　以上のように、図７に示す変形例においても、本体装置は、固定式及びアダプタ交換式
の両方の内視鏡を接続可能であり、かつ定電流回路も単一で済むので、装置の小型化を実
現することができる。
【００７５】
　なお、以上の例では、アダプタの種類は３つであるが、種類が３つ以上の場合は、複数
の種類のそれぞれに応じた、駆動電流値が設定されるように駆動電流値が設定される。
【００７６】
　よって、上述した本実施の形態によれば、制御回路であるCPU２ａは、アダプタ種類判
定回路１７の判定結果に基づき、各アダプタ４に対応する電流値の電流をLED５に供給す
るように、定電流回路２ｂを制御する。さらに、CPU２ａは、アダプタ種類判定回路１７
が、固定式の内視鏡であると判定された場合、あるいは所定の光学アダプタ４であると判
定できなかった場合は、固定式の内視鏡に対応する電流値の電流をLED５に供給するよう
に、定電流回路２ｂを制御する。
【００７７】
　以上のように、上述した各実施の形態によれば、固定式とアダプタ交換式のいずれにつ
いても接続できかつ小型の内視鏡装置を実現することができる。　
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
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【００７８】
　すなわち、本発明にかかる内視鏡は、挿入部の先端部に発光素子が組み込まれているも
のと、挿入部の先端に取り付ける光学アダプタに発光素子が内蔵されているものとに限定
されるものではなく、発光素子が内視鏡の基端側に設けられ、ライトガイド等で内視鏡の
先端側まで導光する構成であってもよい。　
　また、第１の発光素子と第２の発光素子とが同じものであってもよいことは言うまでも
ない。
【符号の説明】
【００７９】
　１００，１０１　内視鏡システム、１，１ａ　内視鏡、１，１Ａ，１Ｂ，２，２Ａ　本
体装置、２ａ　ＣＰＵ，２ｂ　定電流回路、３　モニタ、４　光学アダプタ、５　ＬＥＤ

【図１】

【図２】

【図３】
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